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研究背景と目的

• 主にイオンペア抽出法を使用

• アルカリ分解の併用で

抽出効率が向上したとの報告

試料中の夾雑物が

LC/MS/MS分析における
イオン化抑制の原因

✦アルカリ分解を用いた水生生
物中のPFCsの分析法の比較検討
✦イオン化抑制の影響
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生体試料中のPFCsの分析



実験方法
①４つの前処理方法の比較検討
内部標準物質の回収率・試料中のPFCs濃度の比較

②イオン化抑制の影響
イオン化法ESIネガティブモード、m/z100－2000の範囲でスキャン分析

分析後のバイアルに対象物質各20ngを添加し濃度を分析、スパイク回
収率を算出

アルカリ分解
＋

固相抽出

手法①

イオンペア抽出
＋

固相抽出

手法③

アルカリ分解
＋

イオンペア抽出
＋

固相抽出

手法②

アルカリ分解
＋

イオンペア抽出
＋

カラムクリーン
ナップ（脱脂）

＋
固相抽出

手法④



結果と考察
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試料中のPFCs濃度

回収率・・・60%以下、手法④が最も高い
濃度・・・手法③＜手法②・④→ 抽出効率の上昇
イオン化抑制・・・アルカリ分解を用いた手法でイオン化抑制

■手法②アルカリ分解＋イオンペア抽出＋固相抽出
■手法③イオンペア抽出＋固相抽出
■手法④アルカリ分解＋イオンペア抽出＋カラムクリーンナップ（脱脂）＋固相抽出
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